
（アウトプット指標による目標）

（アウトカム指標による目標）

事業番号 346

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗管理シート（農林水産省）

対策の柱立て（大区分） Ⅲ.暮らしの安心・地域活性化

担当部局 水産庁

対策の柱立て（中区分） ２.地域の特色を生かした地域活性化

対策の柱立て（小区分①）
（３）農業の体質強化など地域の特色を生かした地域経済の活性化と住
みよい地域の構築の加速

担当課 企画課

対策の柱立て（小区分②）

対策における施策の名称 農漁業の経営環境の変動に対する緊急対応：飼料・燃料価格高騰対応、飼料穀物備蓄対策、鳥獣被害防止

（事業名）
経営環境の変動に対する緊急対応（漁業経営セーフティーネット構築事
業）

新規/既存 □新規　　　■既存

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

平成24年度補正予算額 39億円
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

　　　　一般会計

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

漁業者・養殖業者と国の拠出により事業主体（一般社団法人　漁業経営安定化推進協会）に基金を造成し、燃油・配
合飼料の価格がそれぞれ一定基準以上に上昇した場合に本基金より補塡金を交付し、経営の安定を図る。
24年度に入り加入率が上昇し、漁業者・養殖業者の拠出分が国の拠出分を上回ると見込まれることから、本補正予算
により、国の拠出分を積み増し、事業の安定的な実施を図る。

実施方法 　□直接実施　　　□委託・請負　　　　■補助金　　　　□負担金　　　　□交付金　　　　□貸付金　　　　□その他（　　　）

アウトプット指標（進捗指標）

アウトカム指標（効果指標）

平成25年３月までに交付決定済（全額）。
なお、原油価格の変動により、補塡の有無、補塡金支払い額が変動することから、基金からの支出時期及び額につい
ては現時点では不明。

漁業用燃油及び養殖用配合飼料の価格高騰が加入者（24年12月末現在、燃油11967件・70％、配合飼料283件・
33％）の経営に与える影響を緩和する。

執行早期化のために
講じている工夫

事業に関するURL
（事業実施場所、補助先等）

http://www.gyoankyo.or.jp/

国 

事業主体 
（一般社団法人 漁業経営安定化推進協会） 

漁業者・養殖業者（加入者） 

６月１日時点 

【進捗ステップのイメージ図】 

交付決定（25.3.7） 交付決定率100% 

毎四半期ごとに、補塡実施の有無を確認し、

補塡が実施される場合は、漁業者と国が

造成した基金から補塡金が支払われる。 

25.3.7に事業実施主体に対し、39億円交付決定済、25.3.19に既存基金に積み増し済 

http://www.gyoankyo.or.jp/

